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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のケーブルを有するケーブル群が接続されるコネクタにおいて、
　各ケーブルのシールド用導体が接続され、当該ケーブルを並列に並べた状態で一体化す
る導体部と、
　複数の端子部と、
　この複数の端子部がインサート成型により長さ方向に並べて設けられた絶縁性を有する
ボディと、
　このボディに設けられ、前記複数の端子部と前記導体部との間に位置するシールド部材
と、
　前記ボディに取り付けられるシールドカバーとを具備しており、
　前記端子部は、上段部と、下段部とを有しており、
　　前記上段部は、前記ボディの上面の幅方向の一端側からケーブルの接続用導体に接続
可能に露出した上端部と、前記上端部から斜め下に延びており且つ前記ボディ内で保持さ
れた傾斜部とを有し、
　　前記下段部は、前記傾斜部から水平に延びており且つ前記ボディ内で保持された水平
部と、この水平部から略垂直に延びており且つ前記ボディの底面の幅方向の他端側から露
出した下端部とを有し、
　前記シールド部材は、第１のシールド片を有し、
　　前記第１のシールド片は、前記ボディの上面の幅方向の他端面に当接する水平板と、
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この水平板に連続しており且つ前記ボディの幅方向の他端面に当接する垂直板とを有して
おり、
　前記ケーブルの接続用導体が前記端子部の前記上端部に各々電気的に接続された状態で
、前記導体部が前記シールド部材の前記水平板と前記シールドカバーとの間で挟持されて
おり、
　　　前記水平板が前記端子部の前記下段部と前記導体部との間に位置している
　ことを特徴とするコネクタ。
【請求項２】
　複数のケーブルが並列に並べられ且つその全体がシールド用導体にシールドされたケー
ブル群が接続されるコネクタにおいて、
　前記シールド用導体に接続された導体部と、
　複数の端子部と、
　この複数の端子部がインサート成型により長さ方向に並べて設けられた絶縁性を有する
ボディと、
　このボディに設けられ、前記複数の端子部と前記導体部との間に位置するシールド部材
と、
　前記ボディに取り付けられるシールドカバーとを具備しており、
　前記端子部は、上段部と、下段部とを有しており、
　　前記上段部は、前記ボディの上面の幅方向の一端側からケーブルの接続用導体に接続
可能に露出した上端部と、前記上端部から斜め下に延びており且つ前記ボディ内で保持さ
れた傾斜部とを有し、
　　前記下段部は、前記傾斜部から水平に延びており且つ前記ボディ内で保持された水平
部と、この水平部から略垂直に延びており且つ前記ボディの底面の幅方向の他端側から露
出した下端部とを有し、
　前記シールド部材は、第１のシールド片を有し、
　　前記第１のシールド片は、前記ボディの上面の幅方向の他端面に当接する水平板と、
この水平板に連続しており且つ前記ボディの幅方向の他端面に当接する垂直板とを有して
おり、
　前記ケーブルの接続用導体が前記端子部の前記上端部に各々電気的に接続された状態で
、前記導体部が前記シールド部材の前記水平板と前記シールドカバーとの間で挟持されて
おり、
　　　前記水平板が前記端子部の前記下段部と前記導体部との間に位置している
　ことを特徴とするコネクタ。
【請求項３】
　複数のケーブルが並列に並べられ且つ各ケーブルのシールド用導体が導体部に接続され
ることにより一体化されたケーブル群が接続されるコネクタにおいて、
　複数のケーブルの接続用導体と電気的に接続される複数の端子部と、
　この複数の端子部がインサート成型により長さ方向に並べて設けられた絶縁性を有する
ボディと、
　このボディに設けられ、複数の端子部と導体部との間に位置するシールド部材と、
　前記ボディに取り付けられ、前記シールド部材との間で導体部を挟持するシールドカバ
ーとを具備しており、
　前記端子部は、上段部と、下段部とを有しており、
　　前記上段部は、前記ボディの上面の幅方向の一端側からケーブルの接続用導体に接続
可能に露出した上端部と、前記上端部から斜め下に延びており且つ前記ボディ内で保持さ
れた傾斜部とを有し、
　　前記下段部は、前記傾斜部から水平に延びており且つ前記ボディ内で保持された水平
部と、この水平部から略垂直に延びており且つ前記ボディの底面の幅方向の他端側から露
出した下端部とを有し、
　前記シールド部材は、第１のシールド片を有し、
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　　前記第１のシールド片は、前記ボディの上面の幅方向の他端面に当接する水平板と、
この水平板に連続しており且つ前記ボディの幅方向の他端面に当接する垂直板とを有して
おり、
　前記ケーブルの接続用導体が前記端子部の前記上端部に各々電気的に接続された状態で
、前記水平板は、前記導体部に当接し、前記シールドカバーとの間で当該導体部を挟持し
且つ当該導体部と前記端子部の前記下段部との間に位置しており、
　前記シールド部材の前記水平板及びシールドカバーの少なくとも一方が前記導体部と半
田接続されていることを特徴とするコネクタ。
【請求項４】
　複数のケーブルが並列に並べられ且つその全体をシールドするシールド用導体に導体部
が接続されたケーブル群が接続されるコネクタにおいて、
　複数のケーブルの接続用導体と電気的に接続される複数の端子部と、
　この複数の端子部がインサート成型により長さ方向に並べて設けられた絶縁性を有する
ボディと、
　このボディに設けられ、複数の端子部と導体部との間に位置するシールド部材と、
　前記ボディに取り付けられ、前記シールド部材との間で導体部を挟持するシールドカバ
ーとを具備しており、
　前記端子部は、上段部と、下段部とを有しており、
　　前記上段部は、前記ボディの上面の幅方向の一端側からケーブルの接続用導体に接続
可能に露出した上端部と、前記上端部から斜め下に延びており且つ前記ボディ内で保持さ
れた傾斜部とを有し、
　　前記下段部は、前記傾斜部から水平に延びており且つ前記ボディ内で保持された水平
部と、この水平部から略垂直に延びており且つ前記ボディの底面の幅方向の他端側から露
出した下端部とを有し、
　前記シールド部材は、第１のシールド片を有し、
　　前記第１のシールド片は、前記ボディの上面の幅方向の他端面に当接する水平板と、
この水平板に連続しており且つ前記ボディの幅方向の他端面に当接する垂直板とを有して
おり、
　前記ケーブルの接続用導体が前記端子部の前記上端部に各々電気的に接続された状態で
、前記水平板は、前記導体部に当接し、前記シールドカバーとの間で当該導体部を挟持し
且つ当該導体部と前記端子部の前記下段部との間に位置しており、
　前記シールド部材の前記水平板及びシールドカバーの少なくとも一方が前記導体部と半
田接続されていることを特徴とするコネクタ。
【請求項５】
　シールドカバーがケーブル群の導体部と半田接続される請求項３又は４記載のコネクタ
において、
　シールドカバーの導体部当接部位には、導体部と半田接続するための片部材が設けられ
ていることを特徴とするコネクタ。
【請求項６】
　請求項３又は４記載のコネクタにおいて、
　前記端子部は、半田で構成されていることを特徴とするコネクタ。
【請求項７】
　複数のケーブルが並列に並べられ且つ各ケーブルのシールド用導体が導体部に接続され
ることにより一体化されたケーブル群が接続されるコネクタにおいて、
　複数のケーブルの接続用導体と電気的に接続される複数の端子部と、
　この複数の端子部がインサート成型により長さ方向に並べて設けられた絶縁性を有する
ボディと、
　このボディに設けられ、複数の端子部と導体部との間に位置するシールド部材と、
　ボディに取り付けられ、シールド部材との間で導体部を挟持するシールドカバーとを具
備しており、
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　前記端子部は、上段部と、下段部とを有しており、
　　前記上段部は、上端部と、前記上端部から斜め下に延びており且つ前記ボディ内で保
持された傾斜部とを有し、
　　前記下段部は、前記傾斜部から水平に延びており且つ前記ボディ内で保持された水平
部と、この水平部から略垂直に延びた下端部とを有し、
　　　上端部がボディの上面の幅方向の一端側からケーブルの接続用導体に接続可能に露
出する一方、下端部が当該ボディの底面の幅方向の他端側から露出しており、
　シールド部材は、ボディに取り付けられるフレームであって、ボディの上面の幅方向の
他端面及びボディの幅方向の他端面に沿う断面視略逆Ｌ字状の第１のシールド片と、
　　ボディの幅方向の一側面に沿う第２のシールド片とを有し、
　前記ケーブルの接続用導体が前記端子部の前記上端部に各々電気的に接続された状態で
、第１のシールド片のボディ上面当接部位が前記導体部に当接し、前記シールドカバーと
の間で当該導体部を挟持し且つ当該導体部と前記端子部の前記下段部との間に位置してい
る
　ことを特徴とするコネクタ。
【請求項８】
　複数のケーブルが並列に並べられ且つその全体をシールドするシールド用導体に導体部
が接続されたケーブル群が接続されるコネクタにおいて、
　複数のケーブルの接続用導体と電気的に接続される複数の端子部と、
　この複数の端子部がインサート成型により長さ方向に並べて設けられた絶縁性を有する
ボディと、
　このボディに設けられ、複数の端子部と導体部との間に位置するシールド部材と、
　前記ボディに取り付けられ、前記シールド部材との間で導体部を挟持するシールドカバ
ーとを具備しており、
　前記端子部は、上段部と、下段部とを有しており、
　　前記上段部は、上端部と、前記上端部から斜め下に延びており且つ前記ボディ内で保
持された傾斜部とを有し、
　　前記下段部は、前記傾斜部から水平に延びており且つ前記ボディ内で保持された水平
部と、この水平部から略垂直に延びた下端部とを有し、
　　　上端部がボディの上面の幅方向の一端側からケーブルの接続用導体に接続可能に露
出する一方、下端部が当該ボディの底面の幅方向の他端側から露出しており、
　シールド部材は、ボディに取り付けられるフレームであって、ボディの上面の幅方向の
他端面及びボディの幅方向の他端面に沿う断面視略逆Ｌ字状の第１のシールド片と、
　　ボディの幅方向の一側面に沿う第２のシールド片とを有し、
　前記ケーブルの接続用導体が前記端子部の前記上端部に各々電気的に接続された状態で
、第１のシールド片のボディ上面当接部位が前記導体部に当接し、前記シールドカバーと
の間で当該導体部を挟持し且つ当該導体部と前記端子部の前記下段部との間に位置してい
る
　ことを特徴とするコネクタ。
【請求項９】
　請求項１、２、３、４、５、６、７又は８記載のコネクタを備えたことを特徴とする電
子機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は同軸ケーブル等のケーブルが接続されるコネクタ及びこれを備えた電子機器に
関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、パーソナルコンピュータや携帯電話器、ＰＤＡ等の携帯移動端末装置等の電子機



(5) JP 4733516 B2 2011.7.27

10

20

30

40

50

器においては、当該電子機器の各部の間の信号スピードを高速化させるため、その間の接
続部品として極細線の同軸ケーブルが使用されている。
【０００３】
　この同軸ケーブルは、複数本を並列に並べて、露出させた外部導体を半田接続すること
により一体化して使用される( 特許文献１参照) 。具体的には、複数本の同軸ケーブルを
一体化した半田部にグランドバーを接続し、当該グランドバーをコネクタのシールド部材
に電気的に接続する一方、当該同軸ケーブルの内部導体を当該コネクタの端子部に電気的
に接続することにより使用される。
【０００４】
　ところが、前記コネクタに前記同軸ケーブルを接続するに当たり、前記グランドバーを
前記コネクタ内に組み込むのは非常に面倒である。しかも、部品点数が増加するため、コ
スト高になるという問題を有している。
【０００５】
　このような問題を解決し得るコネクタとして、複数本の同軸ケーブルを一体化した半田
部をシールドカバーに半田接続するようにしたものがある( 特許文献２の実施例３及び図
４参照) 。　
【０００６】
【特許文献１】特開２００１－３０７５５６号公報
【特許文献２】特開２００５－１１６４４７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、前記コネクタは、前記シールドカバーにより同軸ケーブルの上側をシー
ルドするだけであることから、そのシールド特性が低いという別の問題を有している。
【０００８】
　本発明は、上記事情に鑑みて創案されたものであって、その目的とするところは、グラ
ンドバーを必要とせず且つ高いシールド特性を有したコネクタ及びこれを備えた電子機器
を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記目的を達成するために、本発明の第１のコネクタは、複数のケーブルを有するケー
ブル群が接続されるコネクタにおいて、各ケーブルのシールド用導体が接続され、当該ケ
ーブルを並列に並べた状態で一体化する導体部と、複数の端子部と、この複数の端子部が
インサート成型により長さ方向に並べて設けられた絶縁性を有するボディと、このボディ
に設けられ、前記複数の端子部と前記導体部との間に位置するシールド部材と、前記ボデ
ィに取り付けられるシールドカバーとを具備しており、前記端子部は、上段部と、下段部
とを有しており、前記上段部は、前記ボディの上面の幅方向の一端側からケーブルの接続
用導体に接続可能に露出した上端部と、前記上端部から斜め下に延びており且つ前記ボデ
ィ内で保持された傾斜部とを有し、前記下段部は、前記傾斜部から水平に延びており且つ
前記ボディ内で保持された水平部と、この水平部から略垂直に延びており且つ前記ボディ
の底面の幅方向の他端側から露出した下端部とを有し、前記シールド部材は、第１のシー
ルド片を有し、前記第１のシールド片は、前記ボディの上面の幅方向の他端面に当接する
水平板と、この水平板に連続しており且つ前記ボディの幅方向の他端面に当接する垂直板
とを有しており、前記ケーブルの接続用導体が前記端子部の前記上端部に各々電気的に接
続された状態で、前記導体部が前記シールド部材の前記水平板と前記シールドカバーとの
間で挟持されており、前記水平板が前記端子部の前記下段部と前記導体部との間に位置し
ていることを特徴としている。
【００１０】
　本発明の第２のコネクタは、複数のケーブルが並列に並べられ且つその全体がシールド
用導体にシールドされたケーブル群が接続されるコネクタにおいて、前記シールド用導体
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に接続された導体部と、複数の端子部と、この複数の端子部がインサート成型により長さ
方向に並べて設けられた絶縁性を有するボディと、このボディに設けられ、前記複数の端
子部と前記導体部との間に位置するシールド部材と、前記ボディに取り付けられるシール
ドカバーとを具備しており、前記端子部は、上段部と、下段部とを有しており、前記上段
部は、前記ボディの上面の幅方向の一端側からケーブルの接続用導体に接続可能に露出し
た上端部と、前記上端部から斜め下に延びており且つ前記ボディ内で保持された傾斜部と
を有し、前記下段部は、前記傾斜部から水平に延びており且つ前記ボディ内で保持された
水平部と、この水平部から略垂直に延びており且つ前記ボディの底面の幅方向の他端側か
ら露出した下端部とを有し、前記シールド部材は、第１のシールド片を有し、前記第１の
シールド片は、前記ボディの上面の幅方向の他端面に当接する水平板と、この水平板に連
続しており且つ前記ボディの幅方向の他端面に当接する垂直板とを有しており、前記ケー
ブルの接続用導体が前記端子部の前記上端部に各々電気的に接続された状態で、前記導体
部が前記シールド部材の前記水平板と前記シールドカバーとの間で挟持されており、前記
水平板が前記端子部の前記下段部と前記導体部との間に位置していることを特徴としてい
る。
【００１１】
　本発明の第３のコネクタは、複数のケーブルが並列に並べられ且つ各ケーブルのシール
ド用導体が導体部に接続されることにより一体化されたケーブル群が接続されるコネクタ
において、複数のケーブルの接続用導体と電気的に接続される複数の端子部と、この複数
の端子部がインサート成型により長さ方向に並べて設けられた絶縁性を有するボディと、
このボディに設けられ、複数の端子部と導体部との間に位置するシールド部材と、前記ボ
ディに取り付けられ、前記シールド部材との間で導体部を挟持するシールドカバーとを具
備しており、前記端子部は、上段部と、下段部とを有しており、前記上段部は、前記ボデ
ィの上面の幅方向の一端側からケーブルの接続用導体に接続可能に露出した上端部と、前
記上端部から斜め下に延びており且つ前記ボディ内で保持された傾斜部とを有し、前記下
段部は、前記傾斜部から水平に延びており且つ前記ボディ内で保持された水平部と、この
水平部から略垂直に延びており且つ前記ボディの底面の幅方向の他端側から露出した下端
部とを有し、前記シールド部材は、第１のシールド片を有し、前記第１のシールド片は、
前記ボディの上面の幅方向の他端面に当接する水平板と、この水平板に連続しており且つ
前記ボディの幅方向の他端面に当接する垂直板とを有しており、前記ケーブルの接続用導
体が前記端子部の前記上端部に各々電気的に接続された状態で、前記水平板は、前記導体
部に当接し、前記シールドカバーとの間で当該導体部を挟持し且つ当該導体部と前記端子
部の前記下段部との間に位置しており、前記シールド部材の前記水平板及びシールドカバ
ーの少なくとも一方が前記導体部と半田接続されている。
　本発明の第４のコネクタは、複数のケーブルが並列に並べられ且つその全体をシールド
するシールド用導体に導体部が接続されたケーブル群が接続されるコネクタにおいて、複
数のケーブルの接続用導体と電気的に接続される複数の端子部と、この複数の端子部がイ
ンサート成型により長さ方向に並べて設けられた絶縁性を有するボディと、このボディに
設けられ、複数の端子部と導体部との間に位置するシールド部材と、前記ボディに取り付
けられ、前記シールド部材との間で導体部を挟持するシールドカバーとを具備しており、
前記端子部は、上段部と、下段部とを有しており、前記上段部は、前記ボディの上面の幅
方向の一端側からケーブルの接続用導体に接続可能に露出した上端部と、前記上端部から
斜め下に延びており且つ前記ボディ内で保持された傾斜部とを有し、前記下段部は、前記
傾斜部から水平に延びており且つ前記ボディ内で保持された水平部と、この水平部から略
垂直に延びており且つ前記ボディの底面の幅方向の他端側から露出した下端部とを有し、
前記シールド部材は、第１のシールド片を有し、前記第１のシールド片は、前記ボディの
上面の幅方向の他端面に当接する水平板と、この水平板に連続しており且つ前記ボディの
幅方向の他端面に当接する垂直板とを有しており、前記ケーブルの接続用導体が前記端子
部の前記上端部に各々電気的に接続された状態で、前記水平板は、前記導体部に当接し、
前記シールドカバーとの間で当該導体部を挟持し且つ当該導体部と前記端子部の前記下段
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部との間に位置しており、前記シールド部材の前記水平板及びシールドカバーの少なくと
も一方が前記導体部と半田接続されている。
【００１２】
　前記シールドカバーが前記ケーブル群の導体部と半田接続される場合、前記シールドカ
バーの導体部当接部位には、前記導体部と半田接続するための片部材が設けられているこ
とが好ましい。
【００１３】
　本発明の第５のコネクタは、複数のケーブルが並列に並べられ且つ各ケーブルのシール
ド用導体が導体部に接続されることにより一体化されたケーブル群が接続されるコネクタ
において、複数のケーブルの接続用導体と電気的に接続される複数の端子部と、この複数
の端子部がインサート成型により長さ方向に並べて設けられた絶縁性を有するボディと、
このボディに設けられ、複数の端子部と導体部との間に位置するシールド部材と、ボディ
に取り付けられ、シールド部材との間で導体部を挟持するシールドカバーとを具備してお
り、前記端子部は、上段部と、下段部とを有しており、前記上段部は、上端部と、前記上
端部から斜め下に延びており且つ前記ボディ内で保持された傾斜部とを有し、前記下段部
は、前記傾斜部から水平に延びており且つ前記ボディ内で保持された水平部と、この水平
部から略垂直に延びた下端部とを有し、上端部がボディの上面の幅方向の一端側からケー
ブルの接続用導体に接続可能に露出する一方、下端部が当該ボディの底面の幅方向の他端
側から露出しており、シールド部材は、ボディに取り付けられるフレームであって、ボデ
ィの上面の幅方向の他端面及びボディの幅方向の他端面に沿う断面視略逆Ｌ字状の第１の
シールド片と、ボディの幅方向の一側面に沿う第２のシールド片とを有し、前記ケーブル
の接続用導体が前記端子部の前記上端部に各々電気的に接続された状態で、第１のシール
ド片のボディ上面当接部位が前記導体部に当接し、前記シールドカバーとの間で当該導体
部を挟持し且つ当該導体部と前記端子部の前記下段部との間に位置している。
　本発明の第６のコネクタは、複数のケーブルが並列に並べられ且つその全体をシールド
するシールド用導体に導体部が接続されたケーブル群が接続されるコネクタにおいて、複
数のケーブルの接続用導体と電気的に接続される複数の端子部と、この複数の端子部がイ
ンサート成型により長さ方向に並べて設けられた絶縁性を有するボディと、このボディに
設けられ、複数の端子部と導体部との間に位置するシールド部材と、前記ボディに取り付
けられ、前記シールド部材との間で導体部を挟持するシールドカバーとを具備しており、
前記端子部は、上段部と、下段部とを有しており、前記上段部は、上端部と、前記上端部
から斜め下に延びており且つ前記ボディ内で保持された傾斜部とを有し、前記下段部は、
前記傾斜部から水平に延びており且つ前記ボディ内で保持された水平部と、この水平部か
ら略垂直に延びた下端部とを有し、上端部がボディの上面の幅方向の一端側からケーブル
の接続用導体に接続可能に露出する一方、下端部が当該ボディの底面の幅方向の他端側か
ら露出しており、シールド部材は、ボディに取り付けられるフレームであって、ボディの
上面の幅方向の他端面及びボディの幅方向の他端面に沿う断面視略逆Ｌ字状の第１のシー
ルド片と、ボディの幅方向の一側面に沿う第２のシールド片とを有し、前記ケーブルの接
続用導体が前記端子部の前記上端部に各々電気的に接続された状態で、第１のシールド片
のボディ上面当接部位が前記導体部に当接し、前記シールドカバーとの間で当該導体部を
挟持し且つ当該導体部と前記端子部の前記下段部との間に位置している。
 
【発明の効果】
【００１４】
　本発明の請求項１及び請求項２に係るコネクタによる場合、ボディに設けられ、複数の
端子部と導体部との間に位置するシールド部材と、ボディに取り付けられたシールドカバ
ーとの間で、ケーブル群の導体部が挟持されるようになっているので、グランドバーを必
要としない。このため、グランドバーの部品コスト、組み込みコストを削減することがで
きるので、低コスト化を図ることができる。また、グランドバーを必要としない分、装置
の高さを低減することができる。しかも、前記シールド部材を複数の端子部とケーブル群
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の導体部との間に位置させるようにしたことから、ケーブル群のシールド用導体から漏れ
る信号が隣接する端子部に吸収されないように遮断することができる。よって、前記信号
が隣接する端子部に吸収され、クロストークが生じるのを低減することができる。また、
当該シールド部材と前記シールドカバーとによりケーブル群の導体部を挟み込むようにし
たので、ケーブル群のシールド用導体から漏れる信号が、当該コネクタが搭載される電子
機器の各部に影響を与えないように遮断することができる。よって、従来例と比べて高い
シールド特性を有するコネクタとすることができる。
【００１５】
　本発明の請求項３及び４に係るコネクタによる場合、シールド部材及びシールドカバー
の少なくとも一方が導体部と半田接続されているので、ケーブル群の抜けを好適に防止す
ることができる。特に、シールド部材及びシールドカバーの双方をケーブル群の導体部と
半田接続するようにすれば、ケーブル群の保持力を向上させることができるので、ケーブ
ル群を上方に引っ張ったとしても、当該ケーブル群の接続用導体と端子部との半田接続部
の断線又は半田剥離を防止することができる。
【００１６】
　本発明の請求項５に係るコネクタによる場合、シールドカバーの導体部当接部位には片
部材が設けられているので、当該片部材と導体部とを半田接続するようにすれば、簡単に
半田接続を行うことができる。
【００１７】
　本発明の請求項７及び８に係るコネクタによる場合、シールド部材の第１のシールド片
がボディの上面の幅方向の他端面及びボディの幅方向の他端面に沿う断面視略逆Ｌ字状で
あり、且つそのボディ上面当接部位が前記導体部に当接するようになっている。このため
、第１のシールド片が、ボディの上面の幅方向の他端面の下方に内蔵された端子部の下端
部と導体部との間に位置してシールドすると共に、ボディの幅方向の他端面をシールドす
ることができる。また、前記シールド部材の第２のシールド片がボディの幅方向の一側面
に沿うので、当該一側面をシールドすることができる。このように、端子部とケーブル群
の導体部との間だけでなく、ボディの幅方向の両側面をシールドすることができるので、
更に高いシールド特性を有したコネクタとすることができる。
【００１８】
　本発明の請求項９に係る電子機器による場合、上記コネクタと同様の効果を得ることが
できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
　以下、本発明の実施の形態に係るコネクタについて図面を参照しながら説明する。図１
は本発明の実施の形態に係るコネクタの使用状態を示す図であって、( ａ) が平面図、( 
ｂ）が側面図、図２は同コネクタの使用状態を示す概略的断面斜視図、図３は同コネクタ
の概略的分解斜視図、図４は同コネクタの端子部が設けられたボディを示す図であって、
( ａ) が正面図、( ｂ）が平面図、( ｃ）がＡ－Ａ断面図、図５は同コネクタのシールド
部材を示す図であって、( ａ) が正面図、( ｂ）が平面図、( ｃ）が底面図、( ｄ）がＢ
－Ｂ断面図、図６は同コネクタのシールドカバーを示す図であって、( ａ) が平面図、( 
ｂ）が底面図、( ｃ）が背面図、( ｄ）が側面図、図７は同コネクタのケーブル装着過程
を示す図であって、( ａ) が装着前の平面図、( ｂ）が装着前のＣ－Ｃ断面図、( ｃ）が
装着後の平面図、( ｄ）が装着後のＤ－Ｄ断面図である。
【００２０】
　図１及び図２に示すコネクタは、複数の同軸ケーブル１１が並列に並べられ且つ一体化
されたケーブル群１０が接続されるものであって、複数の同軸ケーブル１１の接続用導体
１１ａと電気的に接続される複数の端子部１００と、この複数の端子部１００が長さ方向
に並べて設けられたボディ２００と、このボディ２００に取り付けられたシールド部材３
００と、ボディ２００に取り付けられ、シールド部材３００との間でケーブル群１０の導
体部１２を挟持するシールドカバー４００とを具備している。
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【００２１】
　このコネクタは、図示しない電子機器の基板に実装された相手方コネクタ２０( 図２参
照) に接続され、使用されるものである。その一例としては、前記コネクタは、ケーブル
群１０の長さ方向の両端部に接続され、折畳型の携帯電話器( 電子機器) のキースイッチ
等が配設された本体側部の基板に実装された相手方コネクタ及び当該携帯電話器の液晶デ
ィスプレイ等が配設された表示側部の基板に実装された相手方コネクタに各々接続され、
使用される。なお、前記コネクタは、ケーブル群１０の一端部のみに接続され、当該ケー
ブル群１０の他端部を電子機器の各部に接続して使用することも当然可能である。
【００２２】
　ケーブル群１０は、図１及び図３に示すように、同軸ケーブル１１の集合体である。こ
の同軸ケーブル１１は、接続用導体１１ａをポリエチレンなどの絶縁材及び緩衝材で包み
、その外側に横巻きシールド又は編素シールド等のシールド用導体１１ｂを設け、当該シ
ールド用導体１１ｂの外側を塩化ビニール等により被覆した周知のものである。
【００２３】
　同軸ケーブル１１は、長さ方向の両端部の塩化ビニール等、シールド用導体１１ｂ、絶
縁材及び緩衝材を剥がすことにより、接続用導体１１ａが露出している。また、同軸ケー
ブル１１は、両端部の後側部分の外側の塩化ビニール等を剥がすことにより、シールド用
導体１１ｂが露出している。この状態で、同軸ケーブル１１は、並列に並べられ、露出さ
せた一端側のシールド用導体１１ｂが一括して予備半田接続( この予備半田部分が導体部
１２となる。) されることにより、一体化されている。なお、ケーブル群１０の両端部に
前記コネクタを接続する場合には、他端側のシールド用導体１１ｂも一括して予備半田接
続する。
【００２４】
　ボディ２００は、図２及び図４に示すように、絶縁性を有する液晶ポリエステル（ＬＣ
Ｐ）樹脂等の略矩形状の樹脂製品であって、その中央部に複数の端子部１００が長さ方向
に並べてインサート成形されている。このボディ２００の中央部の上面の幅方向の一端側
には、端子部１００の上段部１１０の水平部１１１の先端部を保持する凸脈２１０が長さ
方向に向けて設けられている。
【００２５】
　また、ボディ２００の長さ方向の両端部の上面には、図３及び図４( ｂ）に示すように
、一対の凹部２２０と、この一対の凹部２２０の内側に連通するように設けられた平面視
凸字状の一対の係止孔部２３０とが設けられている。一対の凹部２２０にはシールド部材
３００の一対の挿入板３４０が挿入される。一対の係止孔部２３０は、矩形状の一対の第
１の孔部２３１と、この第１の孔部２３１の内側の当該第１の孔部よりも幅狭な一対の第
２の孔部２３２とを有し、シールドカバー４００の一対の係止部４４０が挿入されるよう
になっている。
【００２６】
　更に、ボディ２００の底面の中央部には、図２及び図４( ｃ）に示すように、端子部１
００の下段部１２０の垂直部１２２を露出させるための凹状の開口部２４０が設けられて
いる。この開口部２４０に相手方コネクタ２０が嵌まり込む。
【００２７】
　端子部１００は、図２及び図４( ｃ）に示すように、階段状に折れ曲がった銅合金等の
導電体であって、上段部１１０と、下段部１２０とを有している。
【００２８】
　上段部１１０は、水平部１１１( 即ち、端子部１００の上端部) と、この水平部１１１
から斜め下に延びた傾斜部１１２とを有する。一方、下段部１２０は、傾斜部１１２から
水平に延びた水平部１２１と、この水平部１２１から垂直方向に延びた垂直部１２２( 即
ち、端子部１００の下端部) とを有する。
【００２９】
　傾斜部１１２及び水平部１２１はボディ２００に保持される保持部位である。水平部１
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１１は、ボディ２００の上面に露出し、その先端部がボディ２００の凸脈２１０に保持さ
れる。即ち、水平部１１１の基端部が同軸ケーブル１１の接続用導体１１ａとの接続部位
となる。垂直部１２２は開口部２４０の幅方向の他端側から露出しており、当該開口部２
４０に嵌まり込んだ相手方コネクタ２０の図示しないコンタクトに電気的に接続される接
続部位となる。
【００３０】
　シールド部材３００は、図３及び図５に示すように、ＳＵＳ製のフレームであって、断
面視略逆Ｌ字状の第１のシールド片３１０と、長板状の第２のシールド片３２０と、第１
、第２のシールド片３１０、３２０の長さ方向の両端部を連結する一対の連結部３３０と
、この一対の連結部３３０から下方に向けて設けられた一対の挿入板３４０とを有する。
【００３１】
　第１のシールド片３１０は、図２に示すように、ボディ２００の上面の幅方向の他端面
に当接する水平板３１１と、この水平板３１１と連続しており且つボディ２００の幅方向
の他端面に当接する垂直板３１２とを有する。水平板３１１は、ボディ２００の上面の幅
方向の他端面に当接した状態で、当該ボディ２００を挟んで端子部１００の下段部１２０
の上方位置に位置する。また、この水平部１１１は、ケーブル群１０の同軸ケーブル１１
の接続用導体１１ａが端子部１００の上段部１１０の水平部１１１に接続された状態で、
当該ケーブル群１０の導体部１２が載置され、半田接続される。即ち、水平板３１１が端
子部１００の下段部１２０とケーブル群１０の導体部１２との間に位置する部位となる。
【００３２】
　第２のシールド片３２０は、第１のシールド片３１０の垂直板３１２と対向しており、
ボディ２００の幅方向の一端面の下側部に当接する。
【００３３】
　一対の挿入板３４０は、ボディ２００の一対の凹部２２０に挿入され、当該ボディ２０
０の中央部( 即ち、端子部１００配設領域) の両側に位置する。これにより、シールド部
材３００がボディ２００に取り付けられ、当該シールド部材３００の各部が上述の通りボ
ディ２００の各部に当接する。
【００３４】
　シールドカバー４００は、図３及び図６に示すように、ＳＵＳ製の部品であって、長板
状の本体部４１０と、この本体部４１０の幅方向の一端から下方に向けて設けられた長板
状の前面部４２０と、本体部４１０の幅方向の他端部に所定間隔を空けて設けられた４つ
の片部材４３０と、本体部４１０の長さ方向の両端から下方に向けて設けられた係止部４
４０とを有する。
【００３５】
　本体部４１０は、図２に示すように、ボディ２００の凸脈２１０上に載置され、当該ボ
ディ２００の上面及び端子部１００に接続されたケーブル群１０の同軸ケーブル１１の長
さ方向の一端部を覆う。片部材４３０は、本体部４１０がケーブル群１０の同軸ケーブル
１１の長さ方向の一端部を覆った状態で、当該本体部４１０の幅方向の他端部の一部と共
にケーブル群１０の導体部１２の上面に当接し、半田接続される。この片部材４３０は両
端部が下方に向けて折れ曲がっており、導体部１２に当接した状態で、当該導体部１２を
シールド部材３００の第１のシールド片３１０の水平板３１１に向けて押圧する。これに
より、導体部１２、シールド部材３００及びシールドカバー４００の安定した電気接続を
図っている。
【００３６】
　前面部４２０は、ボディ２００の凸脈２１０の前側( 即ち、ボディ２００の幅方向の一
端側）及びボディ２００の幅方向の一側面の上側部を覆う。
【００３７】
　係止部４４０は、図６に示すように、ボディ２００の係止孔部２３０の第１の孔部２３
１に圧入される圧入板４４１と、この圧入板４４１から下方に向けて設けられた係止爪４
４２とを有する。
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【００３８】
　圧入板４４１は幅方向の両端部に一対の突起部４４１ａが設けられている。これにより
、圧入板４４１の幅寸法が、ボディ２００の係止孔部２３０の第１の孔部２３１の長さ寸
法より若干大きくなっている。このようにして圧入板４４１をボディ２００の係止孔部２
３０の第１の孔部２３１に圧入可能としている。突起部４４１ａは下方に向けて傾斜して
おり、圧入板４４１を係合孔部２３０に圧入し易くしている。
【００３９】
　また、圧入板４４１は、内側に向けて張り出した一対の張出部４４１ｂが設けられてい
る。この一対の張出部４４１ｂが係合孔部２３０の第１の孔部２３１の内側の内壁面に当
接する。これにより、シールドカバー４００が取付状態でガタつくのを防止している。ま
た、一対の張出部４４１ｂが係合孔部２３０の第１の孔部２３１の前記内壁面に当接する
ことにより、圧入板４４１の外面が係合孔部２３０の外側の凹部２２０に挿入されたシー
ルド部材３００の挿入板３４０に当接する。このようにして圧入板４４１がシールド部材
３００の挿入板３４０を凹部２２０の外側の内壁面との間で押えることにより、シールド
部材３００のガタツキを防止している。
【００４０】
　係止爪４４２は、ボディ２００の係止孔部２３０の第１、第２の孔部２３１、２３２に
嵌まり込む。この状態で、係止爪４４２の先端部がボディ２００の底面から若干突出する
。即ち、係止爪４４２が、前記電子機器の基板のグランドラインに接続される接続部位と
なる。
【００４１】
　以下、このようなコネクタの組み立て工程( ケーブル群１０の接続工程を含む。) につ
いて説明する。まず、端子部１００がインサート成形されたボディ２００の一対の凹部２
２０に、シールド部材３００の一対の挿入板３４０を挿入する。すると、図７の( ａ) 及
び( ｂ）に示すように、シールド部材３００の第１のシールド片３１０がボディ２００の
上面の幅方向の他端面及び幅方向の他端面に当接して沿う。これと共に、シールド部材３
００の第２のシールド片３２０が、ボディ２００の幅方向の一端面の下側部に当接して沿
う。
【００４２】
　その後、図７の( ｃ) 及び( ｄ）に示すように、ケーブル群１０の同軸ケーブル１１の
接続用導体１１ａを、端子部１００の上段部１１０の水平部１１１の基端部( 露出部分) 
上に載置すると共に、ケーブル群１０の導体部１２をシールド部材３００の第１のシール
ド片３１０の水平板３１１上に載置する。この状態で、接続用導体１１ａを端子部１００
の水平部１１１に、導体部１２をシールド部材３００の水平板３１１に半田接続する。
【００４３】
　その後、ボディ２００の一対の係止孔部２３０に、シールドカバー４００の一対の係止
部４４０を挿入し、係止させる。すると、シールドカバー４００の本体部４１０がボディ
２００の凸脈２１０上に載置され、当該ボディ２００の上面及び端子部１００に接続され
たケーブル群１０の同軸ケーブル１１の長さ方向の一端部を覆うと共に、当該シールドカ
バー４００の本体部４１０の幅方向の他端部の一部及び片部材４３０が、ケーブル群１０
の導体部１２上に載置される。また、これと共に、シールドカバー４００の前面部４２０
が、ボディ２００の凸脈２１０の前側及びボディ２００の幅方向の一側面の上側部を覆う
。
【００４４】
　このように組み立てられたコネクタのボディ２００の開口部２４０に、前記電子機器の
基板に実装された相手方コネクタ２０を嵌め込む。すると、相手方コネクタ２０のコンタ
クトがボディ２００の開口部２４０から露出した端子部１００の下段部１２０の垂直部１
２２に接触し、これにより両者が電気的に接続される。このとき、ボディ２００の底面か
ら突出したシールドカバー４００の一対の係止部４４０の係止爪４４２が前記電子機器の
基板のグランドラインに接触し、電気的に接続される。
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【００４５】
　このようなコネクタによる場合、シールド部材３００の第１のシールド片３１０及びシ
ールドカバー４００の片部材４３０に、ケーブル群１０の導体部１２が半田接続されるよ
うになっているので、従来例の如くグランドバーを必要としない。このため、グランドバ
ーの部品コスト、組み込みコストを削減することができるので、低コスト化を図ることが
できる。また、グランドバーを必要としない分、装置の高さを低減することができる。
【００４６】
　しかも、シールド部材３００及びシールドカバー４００により、ボディ２００の幅方向
の両端及び上面をシールドすることができると共に、シールド部材３００の一対の挿入板
３４０及びシールドカバー４００の一対の係止部４４０により、当該ボディ２００の中央
部( 即ち、端子部１００配設領域) の長さ方向の両側をシールドすることができるので、
ケーブル群１０のシールド用導体１１ｂから漏れる信号を遮断し、当該コネクタが搭載さ
れる前記電子機器の各部に影響を与えないようにすることができる。また、シールド部材
３００の第１のシールド片３１０を、端子部１００の下段部１２０とケーブル群１０の導
体部１２との間に位置させるようにしたので、ケーブル群１０のシールド用導体１１ｂか
ら漏れる信号が隣接する端子部１００への影響を与えないように遮断することができ、ク
ロストークの低減を図ることができる。よって、従来例と比べて高いシールド特性を有す
るコネクタとすることができる。
【００４７】
　更に、シールド部材３００及びシールドカバー４００の双方をケーブル群１０の導体部
１２と半田接続しているので、シールドカバーのみを半田接続している従来例と比べてケ
ーブル群１０の保持力を向上させることができる。よって、ケーブル群１０を上方に引っ
張ったとしても、当該ケーブル群１０の同軸ケーブル１１の接続用導体１１ａと端子部１
００との半田接続部の断線又は半田剥離を防止することができる。
【００４８】
　なお、このコネクタのボディ２００については、複数の端子部１００を並べて取り付け
ることができる絶縁性を有するものであれば、どのようなものであってもかまわない。
【００４９】
　端子部１００については、導電性を有するものであれば、どのようなものを用いてもか
まわない。端子部１００の形状は、ケーブル群１０の同軸ケーブル１１の接続用導体１１
ａに接続することができ且つ前記電子機器の基板に接続することができればどのように設
計変更してもかまわない。
【００５０】
　シールド部材３００については、シールド特性を向上させるために、第１、第２のシー
ルド片３１０、３２０を有していることが望ましいが、少なくとも第１のシールド片３１
０を有していれば良い。このシールド部材３００は、ボディ２００に取り付けられるとし
たが、端子部１００と共に、当該ボディ２００に一体的に設けるようにしても良い。
【００５１】
　シールドカバー４００については、シールド特性を向上させるために、ボディ２００の
上面を覆うようになっていることが望ましいが、シールド部材３００と共に、ケーブル群
１０の導体部１２を挟持できるものであれば、どのようなものを用いてもかまわない。従
って、片部材４３０を設けるか否かは任意である。
【００５２】
　また、シールド部材３００及びシールドカバー４００のいずれか一方がケーブル群１０
の導体部１２に半田接続されていることが望ましいが、シールド部材３００及びシールド
カバー４００の挟持により所定の保持力を備えることができる場合には、前記半田接続を
要しない。
【００５３】
　なお、上記コネクタは、同軸ケーブル１１にのみ用いられるものではなく、接続用導体
及びシールド用導体を有したケーブルに用いることができる。前記ケーブルとしては、ツ
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ケーブルを一括してシールドしたものにも使用可能である。
【００５４】
　前記電子機器としては、上述した携帯電話器だけでなく、ＰＤＡ等の携帯移動端末装置
、デジタルカメラ、デジタルビデオカメラやパーソナルコンピュータ等その他の電子機器
にも使用可能であることはいう迄もない。
【図面の簡単な説明】
【００５５】
【図１】本発明の実施の形態に係るコネクタの使用状態を示す図であって、( ａ) が平面
図、( ｂ）が側面図である。
【図２】同コネクタの使用状態を示す概略的断面斜視図である。
【図３】同コネクタの概略的分解斜視図である。
【図４】同コネクタの端子部が設けられたボディを示す図であって、( ａ) が正面図、( 
ｂ）が平面図、( ｃ）がＡ－Ａ断面図である。
【図５】同コネクタのシールド部材を示す図であって、( ａ) が正面図、( ｂ）が平面図
、( ｃ）が底面図、( ｄ）がＢ－Ｂ断面図である。
【図６】同コネクタのシールドカバーを示す図であって、( ａ) が平面図、( ｂ）が底面
図、( ｃ）が背面図、( ｄ）が側面図である。
【図７】同コネクタのケーブル装着過程を示す図であって、( ａ) が装着前の平面図、( 
ｂ）が装着前のＣ－Ｃ断面図、( ｃ）が装着後の平面図、( ｄ）が装着後のＤ－Ｄ断面図
である。
【符号の説明】
【００５６】
　１０　　ケーブル群
　１１　　同軸ケーブル
　１１ａ　接続用導体
　１１ｂ　シールド用導体
　１２　　導体部
　１００　端子部
　１１１　水平部( 端子部の上端部) 
　１２２　垂直部( 端子部の下端部) 
　２００　ボディ
　３００　シールド部材
　３１０　第１のシールド片
　３２０　第２のシールド片
　４００　シールドカバー
　４３０　片部材　
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